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雪原カーニバル’99

朝から晴天に恵まれた今年の雪原カーニバル、

多くの皆さんの協力により点火された30，000本

のスノーキャンドルが幻想的な世界をつくりだし

ました。
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堕

☆一般会計4り264り000千円
☆特別会計2ワ52＆530千円

平成ll年度予算

村
政
運
営
の
基
本
方
針

　
村
政
運
営
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
所

信
の
一
端
を
申
し
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
私
も
村
政
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
か
ら
1
0
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の

間
、
バ
ブ
ル
景
気
も
経
験
し
、
合
わ
せ

て
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
そ
し
て
一
気
に

経
済
不
安
、
景
気
低
迷
の
嵐
の
中
で
、

今
日
迄
中
里
村
と
し
て
の
主
要
事
業
を

推
進
出
来
た
こ
と
は
、
村
議
会
並
び
に

村
民
各
位
よ
り
絶
大
な
る
御
支
援
御
協

ー
カ
の
賜
で
あ
り
、
感
謝
と
敬
意
を
表
す

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
n
年
度
は
、
一
段
と
厳
し
さ
の
増
す

経
済
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
可
能
な

限
り
知
恵
と
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
て
村

民
に
役
立
つ
行
政
を
推
進
す
べ
く
、
中

里
村
基
本
計
画
の
後
期
5
ヶ
年
の
策
定

を
1
0
年
度
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た

が
、
い
よ
い
よ
1
1
年
度
よ
り
計
画
に
そ

っ
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
私
の
基
本
は
、
農
業
と
観
光
の
振
興

を
中
心
と
し
て
、
村
民
要
望
の
最
も
多

い
道
路
整
備
、
国
、
県
道
を
始
め
村
道
、

農
林
道
に
至
る
道
路
網
は
、
す
べ
て
の

村
づ
く
り
の
基
礎
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
基
幹
産
業
の
農
業
に
対
し
て
は
減
反

政
策
に
村
独
自
の
対
応
と
、
き
め
細
か

な
補
助
事
業
を
取
り
入
れ
な
が
ら
基
盤

強
化
を
推
進
し
ま
す
。

　
2
1
世
紀
を
来
年
に
控
え
て
、
ま
す
ま

す
高
齢
化
社
会
の
対
策
が
求
め
ら
れ
る

中
で
福
祉
、
医
療
の
充
実
を
図
つ
て
行

く
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
在
宅
福
祉
は
今
後
一
層
重
要
，

課
題
と
し
て
位
置
づ
け
、
社
会
福
祉
協

議
会
「
な
か
さ
と
福
祉
会
」
と
の
連
携

を
密
に
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
12
年
度
開
始
の
介
護
保
険
制
度

に
つ
い
て
、
事
務
体
制
の
強
化
と
、
準

備
に
万
全
を
期
す
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　
第
3
セ
ク
タ
ー
㈱
な
か
さ
と
に
、
「
ミ

オ
ン
な
か
さ
と
」
「
ゆ
く
ら
妻
有
」
「
清

津
渓
谷
峡
歩
道
ト
ン
ネ
ル
」
「
ふ
る
さ
と

館
」
の
4
施
設
の
管
理
を
委
託
し
効
率

の
良
い
運
営
と
中
里
村
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
に
更
に
努
力
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
1
1
年
度
は
特
に
経
済
対
策
と
し

て
、
村
単
地
域
振
興
券
交
付
事
業
、
街

路
灯
設
置
補
助
、
中
小
企
業
緊
急
経
営

支
援
事
業
等
を
実
施
し
ま
す
。

　
村
民
に
夢
と
希
望
と
誇
り
の
も
て
る

村
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
環
境
、
教
育
の

各
事
業
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
所
存

で
あ
り
ま
す
。

要概の算羅羅絨翻編度
　
村
行
政
執
行
に
つ
い
て
は
、
い
ぜ
ん
と
し
て
乏
し
い
自
己

財
源
の
中
、
地
域
住
民
の
福
祉
の
充
実
、
快
適
な
環
境
整
備

な
ど
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点

的
配
分
を
基
本
と
し
て
当
初
予
算
を
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
42
億
6
千
4
百
万
円
、
対
前
年

比
8
7
・
9
％
で
あ
り
、
特
別
会
計
は
国
保
事
業
を
は
じ
め
全

体
と
し
て
2
5
億
2
千
8
百
5
3
万
円
、
前
年
比
98
・
0
％
に
な

り
ま
し
た
。

　
予
算
減
の
主
な
要
因
と
し
ま
し
て
は
、
一
般
会
計
に
つ
い

て
は
、
平
成
7
年
度
借
入
れ
の
若
者
定
住
等
促
進
緊
急
対
策

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
に
よ
る
地
総
債
の
繰
上
償
還
4
億
4
千

万
円
と
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
が
完
了
し
た
た
め
普

通
建
設
事
業
費
が
減
小
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
特

別
会
計
は
、
倉
俣
診
療
所
会
計
の
診
療
所
新
築
事
業
の
完
了

に
よ
る
減
、
下
水
道
会
計
の
建
設
改
良
費
が
増
に
な
っ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
予
算
総
額
で
は
、
67
億
9
千
2
百
5
3
万
円
、
前
年
比
91
・

4
％
と
な
り
ま
し
た
。

平成11年度一般会計・特別会計予算

一　　般　　会　　計 4，264，000千円

特　　別　　会　　計 2，528，530千円

特
別
会
欝

国民健康保険 504，550千円

倉俣診療所 64，960千円

歯科診療所 46，850千円

老　人　保　健 857，710千円

簡　易　水　道 293，740千円

蕃　　水　　道 760，720千円

一般会諦・蒋溺嚢謙糞誹 6，792，530千円

2



　　　バ
…羅戴i翻翌蕪痘一 講一目

一
会般

画
歳入（4，264，000千円）

村税656，632千円（15．4％）

　　　地方譲与税　45，800千円（1．1％）

地方消費税交付金　50，000千円（1．2％）

画地方交付税2，14・，…千円（5・。2％〉

分担金及び負担金　89，584千円（2．1％）

使用料及び手数料　82，022千円（1．9％）

国庫支出金181，178千円（4．2％）

県支出金　256，975千円 （6．0％）

金
入

入
収

繰
諸

392，366千円（9．2％）

　　　　82，917千円（1．9％）

村債206，000千円（4．8％）

その他　80，526千円（1．9％）
L．利子害1交付金　　6，100千円．交通安全対策特別交付fl，300千円

　・特別地方消費税市町村交付金2，400千円　・財産収入　　　　　　　l　l。725千円

　・自動車取得税交付金　　　　24，000千円　・寄付金　　　　　　　　　　　1千円

　・地方特例交付金　　　　　　5，000千円　・繰越金　　　　　　　　30，000千円

歳 出（4，264，000千円）

　　　　議会費　83，205千円（2．0％）

総務費　659，681千円（15．5％）

民生費　572，241千円（13．4％） 口
衛生費　371，758千円（8．7％）

労働費　13，359千円（0．3％）

農林水産業費　419，125千円（9．8％）

商工費164，156千円（3．8％）

土木費　689，739千円（16．2％）

消防費134，149千円（3．1％）

教育費　416，237千円（9．8％）

公債費　フ22，446千円（16．9％） ◎
その他　17，904千円（0．4％）

一・災害復旧費　7，404千円

　　　・諸支出金　　　500千円
　　　・予備費　　　10，000千円

羅哉懸欝度　鑑
　　　　　Y

業 （単｛薫慕顛）

費目 事　　業　　名 事業概要 事業費 費目 事　　業　　名 事業概要 事業費

総
　
　
　
務

庁　　車　　購　　入 マイクロバス1台 6，550

商
工

清津峡観光施設管理運営事業
トンネル維持管理委託21，300千円、

登山道管理等
27，977

事　　務　　改　　善 パソコン25台、記録装置一式 8，900

JR越後田沢駅整備事業 用地買収 42，000 フィッシングパーク整備事業 飲水配水管布設 4，580

新潟県議会議員選 選挙事務費 5，410 中小企業緊急経営支援事業 借入金利子補給、保証協会保証料補助等 9，657

村議会議員選挙 選挙事務費 7，100 街路灯設置補助 七川橋～清津橋間70基 17，909

農業委員選挙 選挙事務費 3，900
村単地域振興券交付事業

国対象外65歳以上＠20，000円、

1，321人26，420千円他
26，831

温泉施設維持管理運営事業 ㈱なかさと委託37，000等 39，962

里　創　プ　ラ　ン ステージ整備負担金30，000、ソフト負担金5，080等 35，588

土
木

地方道整備臨時交付金事業

村　道　改　良　事　業

干溝市之越線改良舗装・補償L＝旧Om

改良（倉下土倉Lニ150m清田山Lニ130m

　田沢山崎L＝・80m田中山手60m

　荒屋田沢愕支線）

198，000

民
　
　
　
生

老人保護措置費 七川荘40人他 145，523

在宅介護支援センター運営 運営委託費等（職員2名分他） 11，604

ホームヘルプサービス 運営委託費等（職員3名分他） 20，041

介護保険準備費 電算委託等 10，905 村道維持修繕事業 側溝、路肩、安全施設、舗装工事17％増額 35，000

寝たきり・痴ほう老人介護手当 手当金（月4，000円アップ10，000円） 4，850 村単ふれあい道落石防止対策 清津公園線旧道 5，000

ウェルカムベビー報奨金 第2子30人900千円、第3子19人1，900千円 2，800 水　源　対　策　事　業 清津川ダム影響報告委託 2，489

衛
　
　
生

簡水会計繰出金
統合整備中央区、下水道・国道・中山間

地関連、簡水債利子等
28，747 河川公園整備事業 河川公園実施計画 2，000

宅地造成基礎計画策定 実施計画、用地測量 1，500

小出地区水源試掘調査 小出地区（清津峡）水源試掘（深井戸） 5，000 下水道会計繰出金 建設改罠分特環単独・起債対象外 239，003

緊急生産調整推進対策事業 米需給安定対策拠出金補助11，200千円等 17，341

教
育

小学校大型備品
倉俣小屋上防水、清津峡小体育館屋根

ふき替え、スノーモービル1台等 71，400ふるさと館維持管理事業 ㈱なかさと委託8，000千円等 8，211

農
　
　
　
　
林

広域農道整備 開削332m、舗装719m、雪崩棚10墓、ふれあい施設1箇所 15，925 給食施設改善費 里中給食室改良修理、備品購入

県営ほ場整備 倉俣地区調査、桔梗原幹線道路、通り山～荒屋水路改修

32，000 一般教育振興費 パソコン入替え43台（リース） 4，000

棚田地域等緊急対策事業 芋沢農道（400m）、土倉排水路（230m）、原材料
公
債

地　　方　　債　　元　　金
ミオン、トンネル、カント・リー等

（129，744千円アップ）
516，853

中山間地域活性化総合対策 ふるさと県単広域型コテージ3棟（清田山）

120，000
中山間地域総合整備事業

農道（芋川新田、葎沢）、ほ場（東田尻）、集落道（宮中、堀之

内、本屋敷）、活性化施設（新屋敷）飲雑清田山

簡
水

下　　水　　道　　関　　連 中央地区補償工事

179，000
水力発電施設周辺地域交付金 配水管布設替程島（L＝286m）

広域林道中魚沼丘綾線

開　　設　　負　　担

全体計画3，100m内2，360m完了、

改罠400m、舗装300m事業費の7％

78，000

中　山　間　地　関　連 配水管布設替清田山・貝野・倉俣地区

統　　合　　整　　備 中央区（送水管、配水管、電気設装）

林道西方線舗装 L＝595m全線Lニ2，845m完了年度

下
水

特　環　国　庫　補　助
処理場工事委託、管渠設計委託、

管渠工事、水道補償費
510，000

林道新屋敷線開設 L＝200m

林道小沢東山線舗装 Lニ220m 特　　環　　単　　独
（起債・起債対象外）

開削工事、設計測量、水道補償、

管渠工事に伴う付帯工事林道小出田代線改良 L＝64m小出地内

村単森林整備促進 除間伐枝打ち 1，000

3 広報なかさと 平成11年4月10日



～排水設備の設置とトイレの水洗化で快適なくらしを～

☆
排
水
設
備
工
事
と
は
…

　
宅
地
内
に
設
置
さ
れ
た
公
共
ま
す

に
各
家
庭
の
ト
イ
レ
、
台
所
、
浴
室

な
ど
か
ら
の
汚
水
を
流
し
込
む
施
設

を
い
い
ま
す
。

　
工
事
に
つ
い
て
は
、
村
指
定
の
工

事
店
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
工
事

店
は
、
別
記
1
の
と
お
り
で
す
。

☆
排
水
設
備
の
期
限
は
…

　
供
用
開
始
さ
れ
た
日
か
ら
3
年
以

内
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
供
踊
開
婚

平
成
8
月
3
月

平
成
8
年
6
月

平
成
9
年
3
月

平
成
1
0
年
3
月

　
平
成
8
年
に
供
用
開
始
さ
れ
、

水
設
備
工
事
を
さ
れ
て
い
な
い
皆
さ

ん
に
は
工
事
計
画
の
検
討
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
な
お
、
工
事
を
さ
れ
て
い
な
い
皆

さ
ん
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

☆
費
用
の
実
績
は
…

　
排
水
設
備
工
事
に
か
か
る
費
用
は
、

住
宅
の
間
取
り
や
ト
イ
レ
の
種
類
、

宅
地
内
の
布
設
管
の
距
離
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。
平
成
1
0
年
度
に
水
洗

　
期
　
　
限
’

平
成
n
年
3
月

平
成
n
年
6
月

平
成
1
2
年
3
月

平
成
1
3
年
3
月

　
　
　
　
　
排

化
さ
れ
た
工
事
費
の
実
績
は
、
、
別
記

2
の
と
お
り
で
す
。

☆
融
資
制
度
の
内
容

・
貸
付
限
度
額

・
貸
付
利
率

・
償
還
方
法

・
保
　
証
　
人

70

万
円
以
内

年
3
・
0
％

5
年
以
内
の
元
利

均
等
償
還

1
名

・
融
資
の
手
続
き

　
排
水
設
備
工
事
店
ま
た
は
環
境
課

下
水
道
係
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
平
成
1
0
年
度
の
貸
付
実
績

　
　
　
　
　
　
9
件
　
6
0
3
万
円

☆
下
水
道
の
ト
ラ
ブ
ル

マ
ン
ホ
ー
ル
・
ポ
ン
プ
の
故
障
原
因

　
下
着
類
・
タ
オ
ル
類
・
ガ
ー
ゼ
、

モ
ッ
プ
の
切
端
・
ゴ
ム
キ
ャ
ッ
プ
・

ジ
ョ
ロ
の
口
先
・
組
状
の
ゴ
ム
等
の

流
入
に
よ
る
故
障
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

　
下
水
道
が
正
し
く
働
き
、
皆
さ
ん

に
快
適
な
生
活
を
お
届
け
す
る
た
め

に
、
下
水
道
を
正
し
く
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

☆
今
年
度
の
下
水
道
整
備

・
管
渠
工
事

　
芋
沢
、
田
沢
地
区
と
如
来
寺
、
通

り
山
地
区
の
一
部
。
水
道
事
業
と
の

同
時
施
行
で
高
道
山
か
ら
白
羽
毛
地

区
ま
で
。

・
実
施
設
計
測
量
委
託

高
道
山
、
倉
俣
、
宮
中
地
区

・
処
理
場
増
設
工
事

☆
平
成
10
年
度
の

　
　
　
　
　
供
用
開
始
区
域

・
区
　
域

　
桂
地
区
の
全
部
、
田
沢
、
如
来
寺
、

上
山
、
田
中
、
山
崎
の
一
部

・
供
用
開
始
日

　
平
成
1
1
年
3
月
2
6
日

☆
受
益
者
分
担
金

　
平
成
1
1
年
度
告
示

・
区
　
域
　
芋
沢
、
田
沢
、
如
来
寺

別記2《平成10年度排水設備工事の費用実績》

・
納
　
　
付

・
納
付
金
額

・
納
付
方
法

平
成
1
2
年
3
月
末
ま
で

28
万
円

1
園
払
樋

平
成
n
年
度
2
5
万
円

2
回
払
騨

平
成
1
1
年
度
1
0
万
円

平
成
1
2
年
度
1
6
万
円

3
團
払
樋

，
平
成
1
1
年
度
1
0
万
円

平
成
1
2
年
度
1
0
万
円

平
成
1
3
年
度
8
万
円

※
1
回
、
2
回
払
い
の
場
合
に
報
奨

金
が
つ
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
は
、

　
　
　
　
環
境
課
下
水
道
係
ま
で

　
智
6
3
1
3
1
1
1
（
内
線
1
6
1
）

汲融取嚇式 浄化槽式

3曝円以下 2件 6件

30寿瞳》5⑧驚照以薫 6件 11件

5◎万周　鴇万周以鮮 19件 6件

7◎寿円　麺0万円以下 26件 3件

100万円～120万円以下 9件 1件

120万円～150万円以下 4件 1件

150万円以下 2件 0件

　　　計
～

68件 28件

平　　　均、 81万円 50万円
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《排水設備申請実績》

　　　　　　　（H11．3．19現在）

別記1《中里村下水道排水設備指定工事店》

集落名 供用開始件数 確認申請計

田　沢

一 1

桂

一 2

上　山 121 80

田　中 97 55

小　原 58 36

干　溝 95 42

荒　屋 105 57

山　崎 72 44

通り山 3 3

宮　中 1 1

計 552 321

ヱ事店　名 獲．翫 電話 工事・店名 住所 電．話

大　隆　建　設　㈱ 宮　中 63－2344 ㈱　　　中　　　澄 堀之内 63－3651

大　村　建　設　㈱ 荒　屋 63－2581 ㈲　樋　口　建　設 桔梗原 63－3937

㈲倉俣住宅設備 上　山 63－2828 ㈲　村　山　土　木 田　沢 63－2284

㈱　三　高　土　木 田　沢 63－2541 ㈲ヤ　ナ　ギ興業 堀之内 63－4418

㈲　信　濃　設　備 田　沢 63－4270 山　　田　　工　　営 通り山 63－2347

㈱　鈴　木　土　建 芋　川 63－2007 ㈱　　　拓　　　越 十日町市 57－8211

㈲　瀬　切　建　設 芋　沢 58－2066 ㈱羽生田鉄工所十日町営業所 十日町市 57－8511

高　幸　建　設　㈱ 如来寺 63－3103 北越上下水道㈱ 十日町市 52－4293

㈲　富　井　電　気 干　溝 63－2970 ㈱丸山工務所 十日町市 52－7622

中里水道工業㈲ 山　崎 63－3050 ㈱　　美　　佐　　伝 十日町市 57－9191

南　　雲　　産　　業 芋　川 63－2438 ㈲ナカ設備工業 十日町市 58－4076

㈲　樋　口　水　道 干　溝 63－2529 ㈲　　旭　　産　　業 十日町市 52－5596

㈱　樋　口　電　気 干　溝 63－2112 ㈲　和　伴　設　備 十日町市 52－5958

㈲　星　野　建　設 荒　屋 63－2571 ㈱　村　山　土　建 十日町市 52－3721

㈲正喜屋建設工業 如来寺 63－2201 ㈱池田鉄工所 津南町 65－3165

㈲　宗　家　土　建 干　溝 63－2819 ㈱高橋工務所 津南町 65－3145

㈲　山　田　建　設 宮　中 63－2382 ㈱　涌　井　土　木 津南町 66－2511

㈲　山　田　電　業 山　崎 63－2206 小林電機商会 津南町 65－2530

㈱エス・エス・シー・マツヤ 山　崎 63－2116 ㈲津南高圧興業 津南町 65－2323

㈲　　吉　　楽　　組 堀之内 63－2549 上村建設工業㈱ 津南町 65－3153

斎　　喜　　木　　工 倉俣 63－3077 ㈱小野嶋建設 松代町

㈲　滝　沢　重　機 如来寺 63－3333

平成11年4月10日広報なかさと5



鑓
藏

鍵

　
3
月
1
3
日
、
上
越
国
際
清
津
ス
キ
ー
場
に
お
い
て
、

雪
原
力
－
ニ
バ
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
は
、
朝
か
ら
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
雪
原
に
つ
く
ら
れ
た
特
設
コ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ト
で
は
、
雪
上
サ
ツ
カ
ー
が
、
ま
た
、
白
根
大
凧
の

会
の
皆
さ
ん
と
地
元
の
協
力
団
体
の
皆
さ
ん
と
で
連

凧
や
6
畳
・
8
畳
・
12
畳
な
ど
の
凧
の
綱
を
引
き
、

大
空
高
く
上
が
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
の
オ
ー
ブ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
若
者
に

よ
る
バ
ン
ド
演
奏
が
披
露
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
午
後
6
時
に
は
、
い
よ
い
よ
雪
原
力
－
ニ
バ
ル
メ

ー
ン
の
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
や
う
さ
ぎ
の
嫁
入
り
・

パ
ツ
ピ
ー
ア
タ
ツ
ク
、
雪
上
芸
能
シ
ョ
ー
な
ど
が
行

わ
れ
、
雪
上
芸
能
シ
ョ
ー
で
は
同
名
町
村
交
流
の
群

馬
県
中
里
村
の
皆
さ
ん
に
よ
る
八
木
節
が
披
露
さ
れ

る
な
ど
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
は
、
皆
さ
ん
か
ら
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
メ
モ
リ
ー
花
火
の
打
ち
上
げ
が
行
わ
れ
、
晴
天
に

め
ぐ
ま
れ
た
す
ぱ
ら
し
い
雪
原
力
－
ニ
バ
ル
の
一
日

が
終
了
し
ま
し
た
。

▼ナイス！　シュート

藩1毒◇1、

　　　　、
総
，嚢

鍍隻・、レ◎編欝も

、．義戸ウ　』　辱　←・一
い　　　　　　通∫㌔　　　≧
　　　　　、』重

　　　　　　　　　謙

翻醗、　　　　　　λ翻』　　　　メ

》
若
者
に
よ
る
バ
ン
ド
演
奏
が
！

▼ソレッ　ひけ一！
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》
群
馬
県
中
里
村
の
み
な
さ
ん

ぐ
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
来
ま
し
た
！

旧
画

灘

贈灘澱

飛
灘鍵饗㎜照

灘鰹

騒

職
罵
慰

　
　
　
球

蝋
騨
帝

離繋

、▲うさぎの嫁入り▲中里芸能協会のみなさん

〈ハッピーアタックと

御神体をひいたメンバー

撒

　
　
轍
、
騰

ダ
藁
轟
無

　
　
薫

馨
織

灘
．
．

－
．
藁
轡
灘

　
　
・
鑑
灘
轟

平成11年4月10日広報なかさと7



　
2
か
年
の
工
事
期
間
を
経
て
完
成

し
た
七
川
荘
が
4
月
1
日
開
所
し
ま

し
た
が
、
開
所
前
の
3
月
3
0
日
、
七

川
荘
に
お
い
て
開
所
式
が
行
わ
れ
、

施
設
の
管
理
・
運
営
に
あ
た
る
社
会

福
祉
法
人
「
な
か
さ
と
福
祉
会
」
の

上
村
晃
一
理
事
長
か
ら
施
設
長
、
職

員
に
辞
令
の
交
付
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。　

上
村
晃
一
理
事
長
は
あ
い
さ
つ
で

「
大
勢
の
採
用
申
込
者
の
中
か
ら
選

考
さ
れ
た
皆
さ
ん
で
す
。
施
設
長
が

中
心
と
な
っ
て
近
隣
の
特
養
・
病
院

な
ど
と
連
携
を
図
り
、
切
磋
琢
磨
し

て
行
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
述
べ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
山
本
村
長
が
「
こ
の
施
設

は
長
年
の
願
望
で
も
あ
り
ま
し
た
。

国
県
の
支
援
を
受
け
、
そ
し
て
村
民

の
理
解
を
賜
り
完
成
し
ま
し
た
。
大

勢
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
皆
さ
ん
で
す
。

誇
り
を
も
っ
て
が
ん
ば
っ
て
も
ら
い

た
い
。
職
場
を
楽
し
く
お
互
い
を
尊

重
し
て
行
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
七
川
荘
は
4
月
1
日
よ
り
入
所
者

が
徐
々
に
入
所
す
る
運
び
と
な
っ
て

い
ま
す
。

＿ふ轟響　　　　　藩　　　　　騰・　　　猿　灘鰍　吊■
螂

〉
開
所
式

職
員
代
表
誓
い
の
言
葉

　
菖
瑠
湖
議
鞭

灘
畷

レ
2
人
部
屋
　
療
養
室

〉
調
　
理
　
室

〉
食
　
　
堂

《
浴
　
　
室

〈
機
能
回
復
訓
練
ス
ペ
ー
ス

『
1
ー
］
ロ
ー
I
l
I
I
l
口
I
l
l
I
I
I
I
I
I
I
I
l
l
l
－
l
l
l
I
l
1
1
醒
匪
I
I
I
l
闇
I
I
，
，
－
0
6
1
ー
曝
ー
6
1
ー

ロ一

皿
審
の
交
通
安
全
運
議

ロ

一
　
　
心
、
癬
大
人
が
守
っ
て
！
幼
児
・
児
童
垂

｝一ロ

ー
か
ら
1
5
日
ま
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

一

新
し
く
保
育
園
に
通
う
園
児
や
入
学

す
る
児
童
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
の

は
大
人
で
す
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
は
も
ち
ろ
ん
注
意
が

必
要
で
す
が
、
家
族
・
地
域
の
皆
さ

ん
で
道
路
な
ど
で
遊
ん
で
い
た
り
し

て
い
る
の
を
見
か
け
た
ら
注
意
し
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　
そ
れ
が
、
幼
い
子
ど
も
た
ち
を
悲

惨
な
交
通
事
故
か
ら
守
る
こ
と
で
す
。

識

　　　鷺　　蓮黙鞭
　騨膿講
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越
後
妻
有
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
整

備
事
業
で
は
、
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
平
成
1
2
年
夏
に
大
地
の
芸
術

祭
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
首
都
圏
と
地
域
で
概
要

発
表
及
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
開

催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
発
表
の
様

子
な
ど
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
首
都
圏
で
の
概
要
発
表
・

　
　
　
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
3
月
1
6
日
、
ヒ
ル
サ
イ
ド
プ
ラ
ザ

（
東
京
都
渋
谷
区
）
に
お
い
て
、
中

央
の
報
道
・
美
術
・
行
政
・
企
業
関

係
者
や
2
0
人
の
参
加
予
定
の
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
な
ど
約
2
0
0
人
を
招
い
て
、

概
要
発
表
と
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
及

び
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。

概
要
発
表
で
は
、
北
川
フ
ラ
ム
氏
よ

り
、
第
1
回
を
平
成
1
2
年
7
月
2
0
日

か
ら
9
月
1
0
日
ま
で
の
会
期
で
開
催

す
る
こ
と
。
テ
ー
マ
と
し
て
「
人
間

は
自
然
に
内
包
さ
れ
る
」
を
掲
げ
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
地
域
住
民
と
協
働

し
、
場
所
に
深
く
関
わ
っ
て
作
品
を

制
作
し
な
が
ら
、
地
域
づ
く
り
活
動

に
携
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
全

国
中
山
間
地
の
モ
デ
ル
と
な
る
、
住

や
す
く
美
し
い
里
山
を
つ
く
る
こ
と

な
ど
目
標
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
野

　
ロ
　陶
4

＜

外
美
術
展
で
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
質

と
量
は
日
本
で
は
例
の
な
い
事
業
で

あ
り
、
7
6
2
㎞
と
い
う
広
い
地
域

を
会
場
に
、
広
域
圏
市
町
村
が
連
携

し
て
行
う
事
業
と
し
て
は
世
界
で
も

初
め
て
の
取
組
み
で
あ
る
こ
と
が
大

き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
ア
ー
ト
の
潮
流

と
地
域
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
、
中
原

佑
介
氏
、
中
村
英
樹
氏
（
以
上
美
術

評
論
家
）
安
斎
重
男
氏
（
写
真
家
）

小
沢
一
郎
氏
（
建
設
省
審
議
官
）
土

肥
真
人
氏
（
東
京
工
業
大
学
教
授
）

平
良
敬
一
氏
（
η
造
形
」
編
集
長
）
高

山
英
男
氏
（
こ
ど
も
調
査
研
究
所
長
）

と
当
地
域
4
市
町
長
が
パ
ネ
ラ
ー
に

な
り
、
田
村
和
寿
氏
（
都
市
計
画
連

合
ア
ト
リ
エ
代
表
取
締
役
）
の
司
会

に
よ
り
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
論
議
の
中
で
「
今
ま
で
は
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
が
主
役
に
な
り
す
ぎ
て
い
た
。

場
所
に
対
し
て
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
脇

役
と
し
て
参
画
し
、
見
る
人
の
こ
と

を
考
え
な
が
ら
作
品
を
つ
く
っ
て
い

く
」
「
生
活
が
営
ま
れ
て
い
る
場
所
で

は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
大

切
。
地
域
開
発
と
参
加
、
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
3
つ
の
要
素
が
ど
の
よ
う
に

う
ま
く
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
く
か
。

相
互
に
与
え
合
い
、
支
え
合
え
る
か

が
重
要
」
な
ど
、
様
々
な
角
度
か
ら

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
記
念
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
に
は
、
名
誉
実
行
委
員
長

で
あ
る
平
山
新
潟
県
知
事
を
迎
え
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
大
使
や
ス
テ
キ
発
見
審

査
員
の
真
野
響
子
さ
ん
（
女
優
）
も

駆
け
つ
け
て
、
越
後
妻
有
地
方
の
料

理
や
地
酒
で
ひ
と
と
き
歓
談
し
ま
し

た
。

▲東京でのシンポジウム

■
地
域
で
の
公
開

　
　
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　
3
月
1
7
日
・
ク
ロ
ス
ー
〇
十
日
町
で
、

当
地
域
に
お
け
る
記
者
発
表
と
公
開

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
ラ
フ
デ

ザ
イ
ン
な
ど
の
展
示
が
行
わ
れ
、
5

0
0
人
が
入
場
し
ま
し
た
。
本
田
実

行
委
員
長
は
あ
い
さ
つ
で
「
広
域
的

な
ア
ー
ト
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り

は
全
国
で
も
初
め
て
、
ま
だ
緒
の
つ

い
た
ば
か
り
で
す
が
、
2
1
世
紀
に
向

け
た
時
代
を
先
取
り
し
た
取
り
組
み

で
あ
り
、
越
後
妻
有
か
ら
世
界
に
向

け
て
新
し
い
風
を
起
こ
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
会
場
に
は
7

人
の
参
加
予
定
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
も
み

え
、
大
久
保
英
治
さ
ん
は
「
今
ま
で

に
経
験
の
な
い
景
観
で
意
欲
的
に
な

っ
て
い
る
。
谷
川
と
山
と
の
関
係
に

興
味
が
あ
る
」
ジ
ャ
ン
H
フ
ラ
ン
ソ

ワ
・
ブ
ラ
ン
さ
ん
（
フ
ラ
ン
ス
）
は

「
博
物
館
で
縄
文
土
器
な
ど
を
見
学

し
た
が
、
5
0
0
0
年
も
前
に
革
命

的
な
文
化
が
発
達
し
て
い
た
こ
と
を

発
見
し
た
。
全
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

注
ぎ
、
住
み
心
地
の
よ
い
場
所
を
つ

く
る
た
め
に
協
力
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
土
地

の
歴
史
や
景
観
を
そ
の
ま
ま
活
か
し

た
場
所
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
き
た
い
」

な
ど
抱
負
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
見
城
美
枝
子
さ
ん
（
青

森
大
学
教
授
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）
に

よ
る
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
整
備
事
業

に
寄
せ
た
特
別
講
演
が
行
わ
れ
ま
し▲見城美枝子さん

駆論懲幽　
糞
鞭
罐

　
毅
鞭
癬
藩

　
鑓
雛

　
雛
叢

　
難
灘
麗

　
　
　
　
　
　
　
　
欄
懸
　
　
，

た
。
見
城
さ
ん
は
「
な
ぜ
、
妻
有
で

と
乗
り
切
れ
な
い
方
も
い
る
と
思
う

が
、
発
想
を
転
換
す
る
こ
と
が
大
事
。

日
本
の
新
潟
県
の
中
の
妻
有
で
な
く
、

世
界
の
あ
ら
ゆ
る
国
と
直
接
妻
有
が

つ
な
が
っ
て
い
て
、
こ
こ
で
初
め
て

日
本
の
す
ば
ら
し
さ
を
知
っ
て
も
ら

う
、
日
本
を
代
表
す
る
く
ら
い
の
自

負
と
心
構
え
が
必
要
。
海
外
か
ら
妻

有
を
な
が
め
る
と
い
う
感
覚
を
持
つ

と
、
ス
テ
キ
な
も
の
が
発
見
で
き
る

の
で
は
な
い
か
」
な
ど
地
域
の
応
援

団
と
し
て
貴
重
な
お
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
会
場
に
は
、
大
地
の
芸
術

祭
の
一
部
の
作
品
イ
メ
ー
ジ
デ
ザ
イ

ン
が
展
示
さ
れ
、
こ
の
冬
、
地
域
内

の
小
中
学
校
で
先
行
し
て
取
り
組
ま

れ
た
ス
テ
キ
発
見
「
小
中
学
生
の
5

0
0
0
人
の
写
真
騒
動
」
に
よ
る
1
3

校
2
8
9
作
品
が
「
の
き
さ
き
美
術

館
」
と
し
て
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

▲クロス10での公開プレゼン

平成11年4月10日広報なかさと



　
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
よ

る
各
種
制
度
の
ほ
か
、
次
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
ま

す
。◆

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

①
療
育
手
帳
A
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

②
身
体
障
害
者
手
帳
（
1
級
・
2
級
・
3
級
）
の
交

　
付
を
受
け
て
い
る
人

③
　
①
②
と
同
程
度
以
上
の
障
害
を
有
し
、
知
事
の
承

　
認
を
受
け
村
長
が
認
定
し
た
人

〔
内
　
容
〕

　
医
療
費
及
び
入
院
時
食
事
療
養
費
標
準
負
担
額
を
助

成
し
ま
す
。

　
但
し
、
外
来
1
か
月
5
0
0
円
、
入
院
1
日
1
、
1

0
0
円
及
び
食
事
料
1
日
7
6
0
円
の
自
己
負
担
金
が

必
要
で
す
。
（
平
成
1
1
年
度
、
外
来
5
3
0
円
、
入
院
1

日
1
、
2
0
0
円
）

〔
手
続
き
〕

　
身
体
障
害
者
手
帳
及
ぴ
療
育
手
帳
、
印
鑑
、
保
険
証

が
必
要
で
す
。

◆
補
装
具
の
交
付
・
修
理

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

〔
内
　
容
〕

　
障
害
の
内
容
及
び
程
度
に
応
じ
、
補
装
具
（
義
肢
・

補
聴
器
・
車
椅
子
・
歩
行
補
助
杖
・
ス
ト
マ
用
装
具
等
）

の
交
付
・
修
理
が
公
費
で
行
わ
れ
ま
す
。
但
し
、
課
税

状
況
に
よ
り
代
金
の
一
部
又
は
、
全
部
が
自
己
負
担
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

〔
手
続
き
〕

　
申
請
書
、
県
指
定
医
師
の
意
見
書
、
業
者
の
見
積
書

が
必
要
で
す
。

◆
目
常
生
活
用
具
の
給
付

　
身
体
障
害
者
手
帳
及
び
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
在
宅
の
重
度
身
体
障
害
児
・
者
及
び
重
度
知
的
障

害
児
・
者

〔
内
　
容
〕

　
障
害
の
内
容
及
び
程
度
に
応
じ
、
日
常
生
活
用
具
（
浴

槽
・
湯
沸
器
・
特
殊
寝
台
・
火
災
報
知
器
等
）
が
給
付

さ
れ
ま
す
。
但
し
、
課
税
状
況
に
よ
り
そ
の
一
部
又
は
、

全
部
が
自
己
負
担
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

〔
手
続
き
〕

　
申
請
書
、
業
者
の
見
積
書
が
必
要
で
す
。

◆
旅
客
鉄
道
運
賃
の
割
引

〔
手
続
き
〕

　
各
駅
の
乗
車
券
発
売
窓
口
に
身
体
障
害
者
手
帳
又

は
、
療
育
手
帳
を
提
示
し
て
乗
車
券
な
ど
を
購
入
し
て

下
さ
い
。

◆
バ
ス
運
賃
の
割
引

〔
手
続
き
〕

　
乗
車
料
金
支
払
い
時
又
は
、
定
期
券
購
入
時
に
身
体

障
害
者
手
帳
又
は
、
療
育
手
帳
を
提
示
し
て
下
さ
い
。

　
な
お
、
バ
ス
事
業
者
が
必
要
と
認
め
た
場
合
は
、
介

護
者
も
割
引
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
パ
イ
ヤ
ー
、
タ
ク
シ
ー
運
賃
割
引

〔
手
続
き
〕

　
運
賃
料
金
を
精
算
す
る
際
、
乗
務
員
に
身
体
障
害
者

手
帳
又
は
、
療
育
手
帳
を
提
示
し
て
下
さ
い
。

詳
し
く
は
、
民
生
課
福
祉
係
へ
お
問
ム
ロ
せ
下
さ
い
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　び　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　θ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　θ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　躍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　躍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　躍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　劇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　σ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　θ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　躍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　躍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　び　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　曜　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　岬　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　　　σ　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　ρ　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　耀　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　ρ　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　6　　　　　　　　　　　タ　　　　　　　　　　　ー　　　　　　　　　　　∂　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　ρ　　　　　　　　　躍　　　　　　　　　’　　　　　　　　　響　　　　　　　　’　　　　　　　　9　　　　　　　　’　　　　　　　　5　　　　　　　4　　　　　　　6　　　　　　　」　　　　　　　6　　　　　　　’　　　　　　8　　　　　　ρ　　　　　　一　　　　　　」　　　　　8　　　　　’　　　　　曜　　　　　’　　　　躍　　　　4　　　　9　　　　ρ　　　9　　　4　　　－　　　4　　θ　　8　　6　　8　一　∂　一　’一
」
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ゴ
ト
ン
、
ゴ
ト
ゴ
ト
ン
。
雪
ど
け

の
今
頃
の
時
期
、
脇
を
流
れ
る
清
津

川
か
ら
聞
こ
え
て
来
る
石
の
音
。
昼

頃
に
な
る
と
大
き
な
雪
渓
の
塊
が
流

れ
、
川
は
カ
フ
ェ
オ
レ
色
に
な
る
。

釣
り
好
き
の
祖
母
に
連
れ
ら
れ
、
水

面
が
足
元
ま
で
来
そ
う
な
川
岸
の
岩

の
上
に
竹
の
釣
竿
を
数
個
の
石
で
固

定
し
て
伏
せ
る
。
「
お
っ
、
で
っ
か
い

ヨ
ロ
ッ
木
が
流
れ
て
来
る
か
ら
流
さ

れ
る
か
な
。
」
祖
母
の
言
葉
に
激
流
に

つ
き
出
た
釣
竿
を
見
な
が
ら
、
期
待

と
不
安
の
思
い
で
家
に
戻
っ
た
。

　
翌
朝
、
流
れ
る
石
の
音
で
目
覚
め
、

川
岸
へ
お
り
て
み
る
と
、
み
ご
と
釣

竿
は
流
れ
て
い
た
。
め
げ
ず
に
又
新

し
い
竿
を
伏
せ
る
。
今
度
こ
そ
と
静

か
に
竿
を
あ
げ
る
と
、
白
く
輝
く
2
0

セ
ン
チ
位
の
岩
魚
、
感
激
で
し
た
。

　
や
が
て
水
が
澄
む
季
節
が
来
る
と

川
底
の
石
は
磨
か
れ
、
深
い
青
々
と

し
た
淵
と
な
る
。
正
に
自
然
の
大
清

掃
な
の
だ
。

　
現
在
は
少
雪
の
為
か
上
流
の
ダ
ム

の
関
係
な
の
か
夏
に
な
ら
な
い
う
ち

に
石
は
水
ア
カ
が
着
き
、
小
川
位
し

か
水
量
が
な
い
。
あ
の
迫
力
の
あ
っ

た
川
は
ど
こ
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
の

だ
ろ
う
。
あ
の
頃
か
ら
4
0
年
、
川
も

年
老
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
ふ
と
、
そ

ん
な
思
い
で
川
岸
の
瀬
音
を
聞
い
て

み
た
。

劣
多
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国
税
欝
麗
饗
蓼
集

　
　
　
　
嚢
饗
離
業
程
度

　
国
税
局
や
税
務
署
に
お
い
て
、
税

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
法
律
・

経
済
・
会
計
等
の
専
門
的
知
識
を
駆

使
し
、
国
税
に
関
す
る
調
査
や
指
導

な
ど
の
事
務
を
行
う
国
税
専
門
官
の

採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。◆

受
験
資
格

・
昭
和
4
7
年
4
月
2
日
～
昭
和
5
3
年

4
月
L
日
生
ま
れ
の
者

◆
試
験
の
程
度

・
大
学
卒
業
程
度

◆
申
込
受
付
期
間
と
申
込
先

・
郵
送
の
場
合

　
4
月
2
日
㈹
～
5
月
1
3
日
㈱

　
（
消
印
有
効
）

・
窓
口
申
込
の
場
合

　
5
月
6
日
㈱
～
5
月
1
3
日
㈲
（
土

　
曜
日
・
日
曜
日
は
除
く
。
）
ま
で
に
、

　
第
一
次
試
験
地
を
所
轄
す
る
国
税

　
局
（
沖
縄
国
税
事
務
所
）
へ

◆
試
験
日
と
試
験
種
目

・
第
一
次
試
験

　
6
月
1
9
日
㈹
及
び
2
0
日
㈲

　
教
養
及
び
専
門
（
多
技
選
択
式
）

専
門
（
記
述
式
）

・
第
二
次
試
験

　
8
月
1
9
日
㈱
又
は
2
0
日
③

　
（
第
一
次
試
験
合
格
通
知
書
で
指

　
定
す
る
日
）

　
人
物
試
験
及
び
身
体
検
査

◆
合
格
発
表

・
第
｝
次
試
験
　
7
月
30
日
㈹

・
最
終
合
格
　
　
9
月
8
日
㈱

◆
申
込
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ
先

崇引睡　　　罵　　　　　　　　置　　　轍　　　箒　　　轍　　　箒　　　　　　　　　　　　　　　轍　　　帰　　　　　　　　咽略　　　　　　　　　　胴呼　　　　　　　　　　燗ゆ　　　　　　　　　　僧ゆ　　　　　　　　　輔←暢

第醐琵藤段鎌

曝薗懲肩讐田働、饗

　　　開甥9濁
　　　開演難0期O
　　　　　　　　　　ゼ　　ぎびき
◆会場ユーモ翁ル2階大ホール

◆入場料500円

（特別企画）郷士芸能の競演

～群馬県中里村の皆さんを迎えて～

☆中里芸能協会…おけさ訪ねて

☆群馬県中里村かぐら保存会…お神楽

☆群馬県中里村八木節愛好会…八木節

・
最
寄
り
の
税
務
署
（
総
務
課
）

平
癒
朔
縷
縷
海
上
保
安

学
校
轟
継
蹴
繕
鋤
脚

　
　
　
　
　
慕
饗
鷺
項

◆
受
付
期
間

　
平
成
1
1
年
4
月
1
2
日
㈲
～

　
　
　
　
　
　
　
　
4
月
2
0
日
㈹

◆
採
用
予
定
数

　
船
舶
運
航
シ
ス
テ
ム
課
程

　
　
　
　
　
　
　
約
60
名

◆
受
験
資
格

　
昭
和
50
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま

れ
た
者
で
、
次
に
掲
げ
る
も
の

①
　
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
及
び

　
平
成
1
1
年
9
月
ま
で
に
高
等
学
校

　
を
卒
業
す
る
見
込
の
者

②
　
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
者

　
及
び
平
成
n
年
9
月
ま
で
に
中
等

　
教
育
学
校
を
卒
業
す
る
見
込
の
者

③
　
高
等
専
門
学
校
の
第
3
学
年
の

　
課
程
を
終
了
し
た
者

㈲
　
そ
の
他
大
学
入
学
資
格
検
定
に

　
合
格
し
た
者
等
人
事
院
が
①
、
②

　
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ

　
る
と
認
め
る
者

◆
試
験
目

・
第
一
次
試
験

　
　
平
成
n
年
5
月
2
3
日
㈲

◆
試
験
地

・
第
一
次
試
験

　
　
新
潟
市
、
金
沢
市
ほ
か
全
国
31

　
　
か
所

◆
そ
の
他

・
受
験
手
数
料
は
不
要
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
9
5
0
－
8
5
4
3

　
新
潟
市
万
代
2
丁
目
2
番
1
号

　
第
九
管
区
海
上
保
安
本
部
総
務
部

　
人
事
課

　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
0
1
2
0
－
4
4
4
i
5
7
6

風
俗
鍵
蒙
継
雛
関
す
る

法
律
の
藤
盤

　
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の

適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
が

改
正
さ
れ
、
平
成
n
年
4
月
1
日
か

ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
派
遣
型
フ
ア
ッ
シ
ョ
ン
・
ヘ
ル
ス
、

ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
等
の
通
信
販
売
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
利
用
の
ア
ダ
ル

ト
画
像
送
信
な
ど
の
性
風
俗
特
殊
営

業
を
営
も
う
と
す
る
者
に
は
、
公
安

委
員
会
へ
の
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

○
性
風
俗
特
殊
営
業
に
関
す
る
広
告

物
の
表
示
・
ビ
ラ
の
頒
布
等
が
、
特

定
の
地
域
を
除
き
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

※
改
正
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、
警
察

本
部
生
活
安
全
企
画
課
（
智
0
2
5

1
2
8
5
－
0
1
1
0
内
線
2
6

1
5
）
又
は
十
日
町
警
察
署
生
活
安

全
課
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

平成11年3月の入札結果
韮　　事　　名 場　　所 韮事費 講負業者

特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（24工区） 芋　　沢 8，610，000円 高幸建設株式会社
特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（26工区） 芋　　沢 14，700，000円 大村建設株式会社
特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（27工区） 芋　　沢 11，235，000円 有限会社　正喜屋建設工業
棚田地域等緊急保全対策事業芋沢地区農業用道路整備工事 芋　　沢 7，822，500円 株式会社　鈴　木　土　建

特定環境保全公共下水道路面本復旧（第10－3号）工事 田沢本村・芋沢 12，285，000円 株式会社植　　木　　組
特定環境保全公共下水道第10－2号管渠実施設計委託 倉　　俣 15，750，000円 中日本建設コンサルタント株式会社

特定環境保全公共下水道第10－3号管渠実施設計委託 宮　　中 15，435，000円 株式会社　十日町測量
特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（28工区） 通り山 14，700，000円 株式会社　三　高　土　木

特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（29工区） 通り山 16，485，000円 有限会社　滝　沢　重　機

平成11年4月10日広報なかさと11
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圏田圏国

幽
霧

村山開成くん（1歳）⑲
大成・秀子さん夫妻の長男（東田沢）

　4目2日に1歳の誕生日を迎え

たぱかりの開成くん。特技は大き

いボールを片手で持ち上げること

です。なかなか元気がよく家の中

を元気に走り回って、おぱあちゃ

んを困らせているようですが、C

Dを聞いたり、テレビを見ながら

踊ったりしています。時には、人

まねもするヒョウキンで愛想のい

い、開成くんでした。

　パパから開成くんへ「めざせ！

バスケットボール日本代表」

教職員人事異動

新
規
難
蝶
灘
業
看

　
　
　
求
濃
箋
雛
説
…
明
会

　
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、

次
の
と
お
り
新
規
学
校
卒
業
者
を
対

象
と
し
た
求
人
受
理
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

　
来
春
の
新
卒
の
採
用
を
予
定
し
て

い
る
事
業
所
は
、
ぜ
ひ
、
ご
出
席
く

だ
さ
い
。

◆
日
時
及
び
会
場

　
・
4
月
2
6
日
㈲

　
　
　
午
後
1
時
30
分
～

　
　
　
ク
ロ
ス
ー
0
　
中
ホ
ー
ル

　
・
4
月
2
7
日
㈹

　
　
　
午
後
2
時
～

　
　
　
津
南
町
役
場
　
大
会
議
室

※
い
ず
れ
か
都
合
の
よ
い
会
場
へ
お

　
出
か
け
く
だ
さ
い
。

定
例
灘
譲
撮
険
：

　
　
　
　
　
・
鵜
談
灘
開
設

　
六
日
町
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、

地
域
の
皆
様
か
ら
年
金
や
健
康
保
険

に
つ
い
て
よ
り
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
「
定
例
社
会
保
険
相
談

所
」
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。
年
金

や
健
康
保
険
の
相
談
及
び
請
求
手
続

き
の
方
法
な
ど
、
社
会
保
険
の
相
談

に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
す
。

◆
開
設
日

　
毎
月
第
2
木
曜
日
と
第
4
木
曜
日

　
午
前
1
0
時
か
ら
午
後
3
時

※
た
だ
し
、

　
9
月
は
、
9
日
と
2
4
日

　
1
2
月
は
、
9
日
と
2
4
日

◆
会
場
　
ク
ロ
ス
ー
0
　
第
4
会
議
室

平
威
灘
竈
擾
網
衛
隊

幹
部
候
櫨
盤
撚
癒
試
験

◆
受
験
資
格

・
2
2
歳
以
上
2
6
歳
未
満
（
昭
和
4
9
年

4
月
2
日
か
ら
昭
和
5
3
年
4
月
1
日

の
間
に
生
ま
れ
た
者
）
で
大
学
卒
業

程
度
の
学
力
を
有
す
る
者

・
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
院
修
士

課
程
終
了
者
（
修
了
見
込
み
を
含
む
）

に
つ
い
て
は
、
2
8
歳
未
満
（
昭
和
4
7

年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
）

◆
受
付
期
間

　
平
成
11
年
4
月
7
日
㈱
～

　
　
　
　
　
　
5
月
1
4
日
㈹
ま
で

◆
試
験
目

　
平
成
1
1
年
5
月
2
9
日
・
3
0
日

◆
申
込
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
新
潟
地
方
連
絡
部

　
　
　
　
　
　
　
長
岡
出
張
所

　
〒
9
4
0
1
0
0
8
2

　
長
岡
市
千
歳
1
丁
目
3
番
2
7
号

　
盈
0
2
5
8
1
3
3
1
0
2
5
6

　
　
　
　
　
　
　
（
担
当
奥
田
）

学校名 転　　出　者（転出先） 転　入　者（旧任校）

教　諭　堀川邦夫（十日町：十日町小） 教　諭　小林幸枝（十日町：十日町小）

〃　　関谷敏江（中魚沼：高道山小） 〃　　山畑浩志（長　岡：上川西小）

田沢小 〃　　門木春代（南魚沼：中之島小） 〃　　山岸祥子（長　岡：川崎東小）

主　任　藤ノ木康子（十日町：川治小） 〃　　大塚雅美（県立小出養護学校）
主　任　相澤祐子（十日町：十日町小）

教　頭　本間和貴（新　井：姫川原小） 教　頭　織田護老（北魚沼：福山小）

高道山小
教　諭　浅井友美（十日町：西　　小） 教　諭　関谷敏江（中魚沼：田沢小）

〃　　新飯田康子（北蒲原：中条小）

〃　　栗林育雄（上　越：高志小）

校　長　内山久四郎（中頸城：管原小） 校　長　藤本保久（西頸城：能生中）

倉俣小
教　諭　山田敏美（長　岡：宮内小）

〃　　佐藤浩明（中魚沼：外丸小）

教　諭　大坪千恵子（十日町：十日町小）

〃　　佐藤昌寿（新　　採　　用　）

主　任　竹田茂男（東頸城：松之山中） 事務員　鈴木隆夫

校長金子裕子（小千谷：岩沢小） 校　長　伊野啓一（糸魚川：根知小）

貝野小 教　諭　丸山明子（上　越：春日小） 教　諭　伊藤純子（西蒲原：吉田南小）
〃　　川手玲子（長　岡：希望が丘小）

清津峡小 教　諭　山田直美（長　岡：大島小） 教　諭　千村敦司（長　岡：川崎小）

教　諭　上村みほ（中魚沼：津南中） 教　諭　藤木雅彦（新　潟：内野中）
〃　　原田　　一（栃　尾：秋葉中） 〃　　宮崎真粧美（柏　崎：柏崎東中）

中里中
〃　　阿部雅子（中蒲原：愛宕中）
〃　　佐々木美和（長　岡：東　　中）

〃　　小田美穂（長　岡：東　　中）
〃　　笠原光恵（新　潟：両川中）

主　任　井ノ川智子（中魚沼：川西中） 主　査　村山和夫（中魚沼：川西中）

講　師　渡辺陽子
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　　　　役場職員人事異、動
◆3月31目付退職（13名〉

総務課長涌井昌寿民生課南保育園長山本ユリ
建設課長樋ロ寿次民生課主任富井澄子
開発課・参事鈴木邦俊　税務課主任斎喜洋子
髭生課保健衛生係長鈴木照蔵　　総務課車輌係長　富井徳明
民生課保健婦長太島美栄子　民生課用務員山崎　了
畏生課国民健康保険係長岡村満子　学校教育課用務員南雲カヨ
幾生課住疑係長久保田明子

◆4月糧臼付新採爾（3名）

斎喜　薩　　山田和志　　高橋　剛
◆4月纏日付異動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（）内は前職

議　会　事　務　局　長　吉楽高義　（総務課課長補佐）
’総　　　務　　　課　　　長　羽鳥直嗣　（民　　生　　課　　長）

総務課課　長補佐　桑原一男　（開発課課長補佐）
総　　務　　課　　主　　査　樋ロ勝人　（総　務　課　主　任）
総　　務　　課　　主　　任　高橋一郎　（農林課　主　任）
総　　務　　課　　主　　任　滝沢栄子　（学校教育課主任）
総務課車　輔　係　長　山田秀男　（総務課主任運転手）
総務課主任運転手　清滝満夫　（総務課運転手）
総務課主任運転手　南雲文平　（総務課運転手）
税　　　務　　　課　　　長　小林増市　（会　　計　　課　　長）

税務課資産税係長　樋ロ正博　（農林課農地整備係長）
民　　　生　　　課　　　長　吉楽克之　（議会事務局長）
民　生　課　課　長　補　佐　鈴木宗雄　（民生課福祉係長）
民生課保健衛生係長　高井忠博　（社会教育課社会体育係長）
民生課国民健康保険係長　南雲ツル　（会　計　課　係　長）
民　　生　　課　　主　　査　広田政夫　（税　務　課　主　任）
民　　生　　課　　主　　査　桑原規子　（民　生　課　主　任）
民　　生　　課　　主　　任　川田　　優　（建設　課　主　任）
民　　生　　課　　主　　任　保坂政司　（総務　課　主　任）

民　生　課　主　事　補　江ロ恵美　（建設課主事補）
民　生　課　主　事　補　高橋　　剛
南保育園長・清津峡保育園長　桑原テル子　（清津峡保育園長）

南保育園主任保母　山田良子　（倉俣保育園主任保母）
南保育園主任保母　渡辺陽子　（南保育園保母）
南保育園主任保母　山本恵美子　（貝野保育園保母）
清津峡保育園主任保母　藤ノ木博子　（中里保育園保母）
中　里保育　園保母　荒井輝美　（南保育園保母）
環　　　境　　　課　　　長　藤田嘉寛　（税　　務　　課　　長）

環　　境　　課　　主　　事　江ロ直美　（農林課　主　事）
環　　境　　課　　主　　事　樋ロ具範　（社会教育課主事）
環　　境　　課　　主　　事　富井　　悟　（開　発　課　主　事）

企画観光課係長【広域事務組合に派遣】　村山　　博　（開　発　課　主　査）

企画観光課商工観光係長　古高　　稔　（民　生　課　係　長）
企　画　観　光　課　主　任　池田千枝子　（開　発　課　主　事）

農　　　林　　　課　　　長　太島　　巌　（環　境　　課　　長）

農　林　課　副　参　事　太島憲一　（総務課庶務係長）
農　　林　　課　　主　　事　広田洋子　（民　生　課　主　事）

農　　林　　課　　主　　事　斎喜　　直

建　　　設　　　課　　　長　阿部隆嗣　（農　林　　課　　長）
建　　設　　課　　主　　査　江ロ　　登　（建設　課　主　任）
建　　設　　課　　主　　査　鈴木正志　（建設課　主　任）
建　　設　　課　　主　　事　山田和’志

会　計課課長補佐　大島正平　（社会教育課副参事）
会　　計　　課　　主　　事　高橋奈津子　（総務　課　主　事）

学校教育課主任　川田由美子　（環境課主　任）
生涯学習課社会教育係長　鈴木孝幸　（環　境　課　主　査）
生　涯学　習　課　主　事　阿部利浩　（環境　課　主　事）
生　涯学　習　課　主　事　羽鳥良夫　（民　生　課　主　事）
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鈴木ヨリ（82）
南雲クメ（75）
鈴木キク（85）
山本荘平（81）
桑原萬作（89）
富井榮太郎（75）
※掲載を希望しない方は届

申し出てください。
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平成11年4月10日広報なかさと



　4月15日～5月5日

カレンダー一
15（木） 村政事務嘱託員会議　合総合センター

㊦9：00～

16働
心配ごと相談（南雲勝男）　合ディサービス
センター　（D13：30～16：00

17ω
ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ1
一ル　（911：00～11：40

19（月）

20㈹ 遊びの教室　合総合センター
（D9：30～10：00受付

21ωO
胃がん・大腸がん検診　合保健センター
（D8：00～10：00受付

補聴器相談（リオン）合役場（D13：45～14：00・

22（木） 胃がん・大腸がん検診　倉保健センター
（D8：00～10：00受付

23働

胃がん・大腸がん検診　合保健センター
（D8：00～10：00受付

3歳児健診　合保健センター
㊤13：00～13：30受付

心配ごと相談（村山篤稔）合ディサービス
センター　（D13：30～16：00

行政相談　合老人福祉センター
（D13：30～16：00

24ω
ミュージックプラネ　合ユーモール

019：30～
ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモン
ーノレ　　（⊃11：00～11：40

26（月） 補聴器相談（キコエ）合役場（D15：30～16：00

27㈹

28㈱

胃がん・大腸がん検診　合保健センター
（D8：00～10：00受付

ツベルクリン検査　倉保健センター
（D14：00～14：30受付

㈱
祝日　みどりの日
信濃川河岸段丘ウォーク
黄桜の丘まつり　合宮中　（∋11：00～

30働

ツベルクリン判定及びB　C　G　合保健セン
ター　（D14：00～14：30受付

心配ごと相談（廣田和子）　合ディサービス
センター　（D13：30～16：00

1ω

ドーム中里き☆らoら定期投影　合ユーモ
ーノレ　　（∋11：00～11：40

つくし祭　倉ユーモール　010：00～

（月） 祝日　憲法記念日
成人式　合ユーモール　09：30～

㈹ 国民の休日

㈱ 祝日　こどもの日

　　叢嚢璽難覇雛欝懸灘雛灘1．・御鰯購1灘麟遜
叢i癒鰹縢縷叢糞騰

懸一、鑛灘　一、

村では、克雪住宅の普及を図るため、建設費の一部を補助します。

対象者

　村内に居住する万、または村内に居住する見込みのある万で、克雪1

住宅（耐雪式・融雪式・落雪式・高床落雪式）を建設（新築・増改築・1

改良）及び購入する万。

補助範囲

　補助の対象は、住宅の克雪化に要する工事費で250万円を限度とし、！

補助率は17．6％（補助金の限度額は44万円）です。

対象工事（平成11年度）

　平成11年4月1Eヨから平成12年3目31日までに工事が完了するもの，

に限ります。すでに克雪化された住宅の改良工事は対象になりません。、

また、以前に貸付金、補助制度を受けた住宅も対象となりませんので，

ご注意ください。

一申込期間　平成11年4月1日から平成11年10月31日まで

　　　　　　（工事着工前に申込ください）
　　なお、申込期間を過ぎたものについては受理できません。

肇申込及ぴ問い合わせ先　役場　建設課管理係まで

⑳川西町診療所糖8謂

⑳上村病院郡3謂

⑳庭野医醗謝
⑭第二藤巻医院糖8謝

㊧津南病院繰5謂

㊧①山・医離講
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プナ　　スギ ユ　リ ウグイス

（昭和60年7月25日制定）

1、自然を愛し美しい村をつくります。

1、健康で働き明るい村をつくります。

1、愛情を豊かにし心あたたかい村をつくります。

1、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

1、創意をこらし活力ある村をつくります。

3月末現在
（）は前月比

人ロ男3，277人（＋12）女3、291人（一10）計6，568人（＋2）　世帯数1，645（＋3）

14


